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【訪問先詳細】 

 

１ 手づくりハム工房バルツバイン 株式会社坂本ファーム 

（１）所 在 地  寄居町富田 84-1 

（２）訪問時間  13時 10 分から 13 時 50分まで 

（３）特徴など 

  ～養豚から加工・販売まで一貫体制、自家農場産「武州豚」を使用し伝

統とこだわりのドイツ製法により豚肉オンリーのソーセージ等を製造

～ 

⚫ 昭和３８年から養豚業を開始し、平成３年から２代目の現社長が「自分の作った豚

肉の美味しさを多くの人に食べてもらいたい」との思いで「手づくりハム工房バル

ツバイン」をスタートしました。 

⚫ ３代目の工場長は、埼玉県農業大学校を卒業と同時に農業研修のためドイツへ留学。

帰国後、自社で勤務しながら神奈川県・厚木ハムの嶋崎氏に師事し、食肉加工の技

術・知識、経営・職人としての在り方を学びました。 

⚫ 平成２８年、ドイツのフランクフルトで開催された食肉加工コンテスト IFFA（イー

ファ）に出品し、１３品中９品が金賞を受賞し、出品した全ての加工品でメダルを

受賞しました。 

⚫ 味はもちろん安全面にもこだわり、輸入肉や他社の国産豚肉などは一切使用せず、

自家農場産の武州豚を使用。保存料や防腐剤なども使用せず、必要最低限の添加物

のみを使用し、安全・安心な加工品を製造しています。 

 

２ 社会福祉法人美里会 障害者支援施設みさとの森 

（１）所 在 地  美里町白石 1848 

（２）訪問時間  14時 30 分から 15 時 30分まで 

（３）特徴など 

  ～農福連携の取組であるノウフク・フードプロジェクトや介護福祉士の  

   取得、看護師育成制度の導入など、先進的な取組を行う総合的な社会

福祉法人～ 

⚫ 美里会は、昭和４８年に設立され、同年に知的障害者支援施設を開設し、その後

生活介護、施設入所支援、共同生活援助、介護老人福祉施設など多岐に渡り、福

祉サービス事業を展開している総合的な社会福祉法人です。 

⚫ 美里会が運営する「障害者支援施設みさとの森」では、農福連携を集約・発展さ

せ、利用者の活躍の場の創造と保障を目指していくための「ノウフク・フードプ

ロジェクト」を令和４年から始動。従来からの梨栽培、露地栽培、食品加工（こ
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んにゃく・かりんとう）等に加え、令和６年には、きのこハウスが完成。しいた

けやきくらげの栽培・加工にも着手しています。 

⚫ 美里町と姉妹都市提携している戸田市が行う共同収穫体験の場に施設の畑を提供

し、戸田市民との交流を実施しています。 

⚫ 介護福祉士取得を目指す「みさと福祉カレッジ介護学科」の開設や「看護師育成

制度」の導入、細かな治療食提供やクックチル技法を用いた自営給食など先進的

な取組を実施しています。 

 

３ 西﨑キクの精神を将来に受け継ぐ取組 

（１）所 在 地  上里町七本木 67 

（２）訪問時間  16時から 16 時 50 分まで 

（３）特徴など 

  ～上里町の誇る世界の偉人で、日本人の女性飛行士として初めて海外飛

行をした西﨑キクの精神や功績を将来に受け継ぐ取組～ 

⚫ 西﨑キクは、大正元年（１９１２年）に児玉郡七本木村で生まれ、昭和８年に日本

人女性最初の水上飛行機操縦士となり、さらに、昭和９年には羽田－新京間２４４

０キロを１４日間で飛行し、日本人女性として初の海外飛行を達成しました。 

⚫ 女性活躍の先駆者である西﨑キクの功績を後世に伝えるため、平成２２年に発足

した上里町男女共同参画アドバイザーの会が「西﨑キク大型紙芝居」を平成２５

年に制作しました。 

⚫ また、上里町男女共同参画アドバイザーの会を母体に、平成２８年にアドバイザ

ー紙芝居部が発足し、「西﨑キクかるた」を令和６年８月に発行しました。 

⚫ 上里町は、平成７年３月「上里町女性行動計画」策定、平成１１年「上里町女性

センター（ウィズ・ユー上里）」開設、平成１３年「男女共同参画都市宣言」、

平成１５年「上里町男女がともに輝く町づくり条例」制定など、男女共同参画の

取組に力を入れています。 

⚫ 令和７年１月、上里町役場で女性初の海外飛行９０年を記念に「西﨑キク特別

展」を開き、多くの来場者で賑わいました。 

⚫ 現在は、上里町立郷土資料館で「西﨑キクと埼玉県の女性偉人たち展」を開催

中。キクを中心に本県出身の女性偉人たちを資料や写真、パネルなどで紹介して

います。展示は１０月２９日まで。 

⚫ 当日は、上里町立郷土資料館を視察し、上里町男女共同参画アドバイザーの会の

方などとの意見交換を行います。 


